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過疎地域の社会的価値に関するアンケート調査（調査概要）

調査概要

用語の定義

・調査目的 過疎地域の社会的価値や過疎対策の必要性に関する国民世論を把握するため、過疎地域の住民のみなら
ず非過疎地域の住民も対象としたアンケート調査を実施した。

・調査方法 インターネット調査（ネットリサーチ会社のモニターを対象としたアンケート）

・調査対象者 全国の20歳以上69歳以下の住民 1,400人
※アンケートの配信に際しては、人口が集中する都市部の非過疎地域の住民に回答者が偏らずに、過疎
地域や都市部以外の非過疎地域の住民からも十分なサンプルを集めることができるよう、居住地（過
疎地域、非過疎地域の都市部、非過疎地域の都市部以外）、年齢、性別を考慮した割付を行った。

・調査時期 平成30年10月

・有効回答数 1,460人

・集計方法 集計の際には、回収されたサンプルを、母集団の構成にあわせて重みづけを行い集計する「ウエイト
バック集計」を行った。

・過疎地域 アンケートにおいては、「過疎地域」について、『「過疎地域自立促進特別措置法」という法律に規定
されている、「人口の著しい減少に伴って地域社会における活力が低下し、生産機能及び生活環境の整
備等が他の地域に比較して低位にある地域」のことを指す』と定義し、併せて具体的な過疎地域市町村
名のリストを調査対象者に提示した。

・都市部 「都市部」とは、三大都市圏及び大都市（首都圏、中京圏、関西圏の11都府県、20政令市及び東京都
特別区）のうち、過疎地域を除いた地域。



■調査項目
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NO 設 問 文 掲載頁

Q1 あなたは、「過疎地域」という言葉をご存知でしたか。（単一回答） 4

Q2 あなたご自身は、過疎地域のご出身ですか。（単一回答） 4

Q3 あなたのご家族で、現在、過疎地域にお住まいの方はいらっしゃいますか。（複数回答） 5

Q4 過疎地域に対してあなたが抱くイメージとして、次の(1)～(28)の各項目はどの程度あてはまるかご回答ください。（各単一回答） 6

Q5
過疎地域は、食料や水、エネルギーを供給したり、災害や地球温暖化を防止するなど、過疎地域で暮らす住民のためだけではなく、
国民全体の安全・安心な生活を支える極めて重要な公益的機能を有していると言われています。あなたは、このことをご存知でした
か。（単一回答）

7

Q6 近年、若い世代を中心に都市部から過疎地域等の農山漁村へ移住しようとする潮流が存在しており、実際に過疎地域において都
市部からの移住者が増えている区域が近年拡大しています。あなたは、このことをご存知でしたか。（単一回答）

8

Q7 あなたは、日本にとって過疎地域は大切だと思いますか。（単一回答） 9

Q8

過疎地域は、以下に挙げるような公益的機能や都市との互恵関係を支える役割を有しています。あなたは、これらの中でどのような
ものが過疎地域の役割として重要だと思いますか。
（１）あなたが重要だと思うものをすべて挙げてください。（複数回答）
（２）その中で、あなたが最も重要だと思うものをひとつ選んでください。（単一回答）

9
10

Q9 過疎地域では、特に人口減少や少子・高齢化が進んでおり、それに伴って地域の中で様々な問題が発生しています。あなたは、過疎地
域で発生している以下のような問題について、どの程度ご存知ですか。（単一回答）

13

Q10
日本の総人口は2010（平成22）年以降減少が続いており、これまで人口流入が続いていた都市部でも今後は人口が減少していくこ
とが予想されていますが、このような状況のなか、過疎地域ではより一層深刻な人口減少や少子・高齢化が進行しています。あなた
は、そのような過疎地域に対して、引き続き支援や対策を実施することが日本にとって必要だと思いますか。（単一回答）

14

Q11
過疎地域において人口減少や少子・高齢化が進み、問9で挙げたような様々な問題が発生することによって、問8で挙げたような公
益的機能を過疎地域が維持することが困難になることが懸念されます。あなたは、過疎地域に対してどのような対策が必要だとお考
えになりますか。（複数回答）

15

Q12 【非過疎地域住民のみ】あなたご自身は、今後過疎地域とどのような関わりを持ちたいですか。（複数回答） 16

Q13 あなたは、現在お住まいの地域の生活環境に満足していますか。（単一回答） 17

Q14 あなたは、現在お住まいの地域で生活するうえで、以下のような項目についてどのようにお感じになっていますか。（各単一回答） 18

Q15 あなたは、現在お住まいの地域に住み続けたいですか、それとも別の地域へ移住したいですか。（単一回答） 19

Q16 【Q15で3・4と回答した場合のみ】現在の地域との比較で考えた場合、どのような地域に移住したいですか。（複数回答） 20

Q17 あなたの現在のお仕事はどれにあたりますか。（単一回答） 3

Q18 あなたの現在の世帯構成はどれにあてはまりますか。（単一回答） 3



【回答者属性】 （ウエイトバック後）

3



（１）「過疎地域」という言葉の認知度
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 全体では48.2％が「過疎地域」という言葉を知っており、「詳しくは知らないが、聞いたことはあった」と合わせると87.7％。
 居住地別でみると、同じ年齢でも居住地が過疎地域の者の方が「知っていた」の割合は高い。

（２）過疎地域との関わり① －出身又は居住経験の有無－

 全体では80.7％が「過疎地域の出身ではなく､暮らした経験もない」としており、「過疎地域の出身」又は「過疎地域の出身では
ないが暮らした経験がある」人は19.3％。

 過疎地域では、「過疎地域の出身」が61.3％で、「過疎地域の出身ではないが暮らした経験はある」人は21.9％。
 非過疎地域では、「過疎地域の出身」が7.6％、「過疎地域の出身ではないが暮らした経験はある」人は6.2％、「過疎地域の出

身ではなく、暮らした経験もない」 人は86.2％。



（２）過疎地域との関わり② －過疎地域で暮らす家族の有無－
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 過疎地域では、20～30代の65％超、40～50代の50％超が「親が過疎地域で暮らしている」としている一方、50～60代の40％超
は「過疎地域で暮らしている家族はいない」。

 非過疎地域では、「過疎地域で暮らしている家族はいない」が全ての年代で高く、30代以上の年代ではいずれも80％を超えて
いる。



（３）過疎地域に対するイメージ
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 マイナスイメージの項目については、非過疎地域の方が多くの項目でより「あてはまる」とされる傾向がみられる。
 特に「病院・診療所や福祉施設が不足している」 や「サルやクマなどが民家近くに出没して危ない」、「洪水や土砂災害等の自

然災害が多い」、「上下水道等の生活環境が不十分」は、過疎地域と非過疎地域とでイメージに開きがみられる。

※集計方法
各項目の回答について
「よくあてはまる」を＋２、
「ややあてはまる」を＋１、
「どちらともいえない」を０、
「あまりあてはまらない」を－１、
「全くあてはまらない」を－２
として評点化し、
項目ごとに平均値を算出

※回答方法
それぞれの項目について、
（１）よくあてはまる
（２）ややあてはまる
（３）どちらともいえない
（４）あまりあてはまらない
（５）全くあてはまらない

のいずれかをひとつ選択



（４）過疎地域の公益的機能に対する認知度
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 全体では30.2％が過疎地域の公益的機能に関して認知している。居住地による差はほぼみられない。
 過疎地域の出身者や生活経験者、過疎地域で暮らす家族がいる人の方が、過疎地域の公益的機能についての認知度が

高い。



（５）「田園回帰」の潮流に対する認知度
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 いわゆる「田園回帰」の潮流について全体では49.4％が認知している。居住地による差はほぼみられない。



（６）日本にとって過疎地域は大切だと思うか
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 全体では72.2％が日本にとって過疎地域は大切だとしている。居住地による差はほぼみられない。

（７）過疎地域が有する公益的機能のうち重要だと思う役割（重要だと思うものすべて）

 居住地に関わらず、第１位に「食糧や水を生産・供給する場としての役割」、第２位に「多様な生態系を持つ自然環境を保全す
る役割」、第３位に「都市とは異なる新しいライフスタイルが実現できる場としての役割」が挙げられている。



（７）過疎地域が有する公益的機能のうち重要だと思う役割（最も重要だと思うものひとつ）
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 過疎地域の公益的機能のうち最も重要な役割として、過疎地域では、第１位に「食糧や水を生産・供給する場としての役割」が、
第２位に「日本人にとっての心のふるさととしての役割」が、第３位に「多様な生態系を持つ自然環境を保全する役割」が挙げら
れている。

 非過疎地域では、第１位に「食糧や水を生産・供給する場としての役割」が、第２位に「多様な生態系を持つ自然環境を保全す
る役割」 が、第３位に「日本人にとっての心のふるさととしての役割」が挙げられている。



【参考】 過疎地域の公益的機能のうち重要だと思うものに関する経年比較

11

 内閣府調査（H26）及び国土交通省調査（H24）

における類似の設問の結果と比較すると、いず

れの調査においても、過疎地域（農山漁村地

域）の役割として最も重要とされているのは、

「食糧（や水）を生産（・供給）する場としての役

割」。

 これに次いで「多様な（生態系を持つ）自然環境

を保全する場としての役割」が重要なものとして

挙げられている点も、全ての調査で共通。

 国土交通省調査（H24）では、「都市部とは異な

る暮らしができる」は全体の第８位であったが、

本調査では第３位に「都市とは異なる新しいライ

フスタイルが実現できる場としての役割」が挙げ

られている。

本調査

Q8 過疎地域が有する公益的機能の中でどのようなものが重要だと思いますか。（いくつでも）

食糧や水を生産・供給する場としての役割 58.9

多様な生態系を持つ自然環境を保全する役割 51.4

都市とは異なる新しいライフスタイルが実現できる場としての役割 46.9

CO2を吸収する森林を守り、地球温暖化対策に貢献する地域としての役割 44.7

日本人にとっての心のふるさととしての役割 37.8

森林の保全や治山・治水事業等により洪水や土砂災害を防止する場としての役割 36.6

地域の人々が生活を営む中で、日本の風土ならではの美しい景観を保全・継承していく役割 36.1

農山漁村での生活や体験活動を通じた環境教育・体験学習の場としての役割 35.8

エネルギーを生産・供給する場としての役割 34.7

我が国固有の伝統文化を保存・継承していく役割 33.8

安らぎやいこい、レクリエーションの場としての役割 30.3

（参考）内閣府「農山漁村に関する世論調査」（H26）

Q1 農村の持つ役割の中でどのようなものが特に重要だと思いますか。（いくつでも）

食料を生産する場としての役割 83.4

多くの生物が生息できる環境の保全や良好な景観を形成する役割 49.8

地域の人々が働き，かつ生活する場としての役割 48.7

水資源を貯え，土砂崩れや洪水などの災害を防止する役割 32.5

農村での生活や農業体験を通しての野外における教育の場としての役割 30.1

伝統文化を保存する場としての役割 22.4

保健休養などのレクリエーションの場としての役割 9.8

その他 0.1

特にない 0.7

わからない 1.3

（参考）国土交通省「農山漁村地域に関する都市住民アンケート」（H24）

Q2 農山漁村地域が日本にとって大切だと思う理由は何ですか。（いくつでも）　

食料や水を生産・供給しているから 95.3

多様な自然環境を有しているから 78.5

日本の風土ならではの景観が残されているから 71.9

地域固有の伝統文化を受け継いでいるから 60.7

CO2を吸収する森林を守り、地球温暖化対策に貢献しているから 57.7

日本人にとっての心のふるさとだから 52.1

エネルギーを生産・供給しているから 39.5

都市部とは異なる暮らしができるから 39.1

子どもたちの環境教育・体験学習の場となっているから 38.9

観光やレクリエーションの場を提供しているから 32.6

災害から国土を守っているから 32.1

その他 0.4
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【参考データの出典】

○内閣府調査（H26）
「農山漁村に関する世論調査」（平成26年6月、内閣府）
全国20歳以上の男女3,000名を対象とした個別面接調査

○国土交通省調査（H24）
「農山漁村地域に関する都市住民アンケート」（平成24年10月、国土交通省）
東京都特別区及び人口30慢人以上の都市在住の20～69歳男女3,320人を対象とした
インターネット調査
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【参考】 過疎地域の公益的機能に関するデータ分析

 農業産出額総額の50.1％は過疎地域で産出。

 総漁獲量の65.2％は過疎地域での漁獲量で、うち養殖魚の収獲量では72.3％を占める。

 利水目的のダムの48.9％が過疎地域に立地しており、総貯水容量では64.5％を占める。

 国指定の自然環境保全地域（15地域）のうち86.7％（13地域）が過疎地域にあり、全指定面積
28,173haの92.5％（26,070ha）を占める。

 重要文化的景観（61件）のうち59.0％（39件）が過疎地域にある。

 都市住民の52.1％が農山漁村地域は「日本人にとっての心のふるさとだから」大切としている。

 森林が吸収する二酸化炭素量（推計）のうち81.9％の約6,000万トンが過疎地域の森林に吸収されてい
る。

 過疎地域では、平成22年国勢調査より平成27年国勢調査において都市部からの移住者が増加している
区域が26.1％（397区域）を占め、都市部からの移住者が増加している区域が拡大。

 全国の保安林区域のうち69.1％は過疎地域にあり、航行の目標の保存や魚つき、水源涵養、土砂流出
防備などを目的とした保安林において過疎地域の占める割合が高い。

 『日本の棚田百選』134地区のうち75.4％（101地区）は過疎地域で、認定面積1,435haの75.0％を占める。

 『未来に残したい漁業漁村の歴史文化財産百選』100施設のうち61施設（61.0％）は過疎地域。

 重要無形民俗文化財（303件）のうち63.7％（193件）は過疎地域に存在。

 重要伝統的建造物群保存地区（117件）のうち46.2％（54件）が過疎地域にあり、選定面積3,908haの75.2％を占める。

 発電目的の利水ダムのうち70.9％は過疎地域に立地しており、総貯水容量では78.8％を占める。

 我が国の再生可能エネルギー施設の多くは過疎地域に立地（総出力は風力58.2％、地熱83.8％、揚水力55.0％）。

 山村留学制度を実施している市町村（67団体）のうち85.1％（57団体）が過疎地域。平成28年度に受入実績がある小中学
校（108校）のうち88.9％（96校）が過疎地域の学校であり、全山村留学生の88.8％（499人）を過疎地域で受け入れ。

 農家民泊を行っている農林業経営体（1,750経営体）のうち64.9％（1,136経営体）が過疎地域。

 まちむら交流きこうに登録されている農林漁業体験民宿業者346件のうち65.9％（228件）が過疎地域。

 過疎地域が有する公益的機能として問８の選択肢で挙げた項目に関して、各種統計調査等からそれらを定量的に示す主な指
標・データを整理すると、以下のとおりである。



（８）過疎地域で発生している問題に対する認知度
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 過疎地域で発生している問題として挙げた11項目に対し「よく知っている」「少し知っている」「あまり知らない」「全く知らない」の
４段階で認知度をみると、いずれの項目も居住地を問わず50％以上が「よく知っている」「少し知っている」と回答。



（９）過疎地域に対する支援や対策の必要性
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 全体では73.5％が過疎地域に対する支援は必要（「必要だと思う」＋「どちらかといえば必要だと思う」の合計）としている。
 過疎地域では78.4％、非過疎地域では72.9％が、過疎地域に対する支援は必要としている。



（10）過疎地域に対して必要な支援や対策
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 過疎地域では、「医療・福祉サービスの充実」が最も必要な対策として挙げられており、第２位に「子育て・教育環境の整備・充
実」が、第３位に「Ｕターンや移住の推進」が挙げられている。

 非過疎地域では、第１位に「医療・福祉サービスの充実」が、第２位に同率で「子育て・教育環境の整備・充実」と「Ｕターンや移
住の推進」が挙げられている。



（11）今後過疎地域とどのような関わりを持ちたいか 【居住地が非過疎地域の者のみ】

16

 非過疎地域の居住者が望む今後の過疎地域との関わり方としては、第１位に「保養・休養や観光などのために過疎地域を
時々訪れたり、滞在したりする」が、第２位に「アンテナショップや通販等で過疎地域の商品や特産品を購入する」が、第３位に
「過疎地域に「ふるさと納税」や募金・寄付をする」が挙げられている。



（12）現在の居住地域の生活環境に対する満足度

17

 過疎地域では「大変満足している」が5.0％と低く、不満（「やや不満である」、「大変不満である」の合計）が38.6％と高い。
 居住地が過疎地域の者の年齢別でみると、満足（ 「大変満足している」 、「概ね満足している」の合計）の割合は20代で66.4％、

60代で72.6％と比較的高く、30代で53.8％、40代で56.0％、50代で53.5％と比較的低い。



（13）現在の生活環境に対する評価

18

 過疎地域では、「鉄道やバス等の公共交通の利便性」に対する不満が最も大きく、次いで「芸術・文化などに触れる場や機会」、
「休日・夜間の救急医療体制」の順に不満度が高い。

 非過疎地域では、「近所づきあいや地域コミュニティの結束」に対する不満が最も大きく、次いで「芸術・文化などに触れる場や
機会」、「伝統文化や祭りなど地域文化の保全状況」の順に不満度が高い。

※集計方法
各項目の回答について
「大変満足」を＋２、
「まあ満足」を＋１、
「どちらともいえない」を０、
「やや不満」を－１、
「大変不満」を－２
として評点化し、
項目ごとに平均値を算出

※回答方法
それぞれの項目について、
（１）大変満足
（２）まあ満足
（３）どちらともいえない
（４）やや不満
（５）大変不満

のいずれかをひとつ選択



（14）今後の居住意向

19

 「どちらかといえば移住したい」又は「移住したい」と移住意向を示した者の割合は、過疎地域で30.1％、非過疎地域で23.2％で
あり、過疎地域の方が非過疎地域よりも移住意向を示した人の割合が高い。



（15）希望する移住先

20

 移住意向を示した人（「どちらかといえば別の地域へ移住したい」又は「別の地域へ移住したい」と回答した人）が、現在の居住
地域と比べてどのような地域へ移住したいと考えているかをみると、過疎地域・非過疎地域いずれにおいても第１位に「歩いて
暮らせるような日常生活が便利な地域」が、第２位に「現在の地域より都市機能が充実した地域」 が挙げられている。

 非過疎地域では、第３位に「現在の地域より自然や景観が豊かな地域」が、第４位に「現在の地域より環境にやさしい暮らし
（ロハス）やゆっくりとした暮らし（スローライフ）が送れる地域」が挙げられている。
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